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研究成果の概要（和文）：認知症ないしその前段階の軽度認知障害患者と、頭部外傷や脳血管障

害等による高次脳機能障害者の自動車運転の安全性の指標の確立を試みた。通常用いられてい

る認知機能検査とともに、新たに考案した有効視野計測課題（VFIT）の標準化を行い、さらに

実車による評価を実施したところ、VFIT 得点と実車得点とは関連していた。これらの結果をも

とに、認知症および高次脳機能障害における運転安全性の指針に関する一般向け冊子を作製し

た。 

 
研究成果の概要（英文）：This study aimed to establish the guideline of driving evaluation 
of individuals with dementia or mild cognitive impairment and those with higher brain 
dysfunction secondary to focal brain lesions including cerebrovascular disease and 
traumatic brain injury. In addition to the ordinal neuropsychological examination, visual 
field with inhibitory tasks (VFIT) and on-road actual driving tests were performed. The 
scores on VFIT and on-road driving showed significant correlation. Based on the findings 
obtained, the results were feedbacked to the patients and families. A booklet for driving 
safety guideline was also created. 
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１．研究開始当初の背景 

(1). 平成 21 年 6 月から 75 歳以上の高齢者

免許更新時に認知機能検査（講習予備検査）

の実施が新たに開始された。この講習予備検

査はリスクの高い認知症ドライバーに対す

る安全性への取り組みの第一歩として評価

されるべきものである。しかし、運転能力に

問題がありながらも運転継続している高齢

ドライバーは少なくない。 

(2). 脳血管障害や頭部外傷による高次脳機

能障害者の運転安全性についても、最近は大

きな社会問題となっている。高次脳機能障害

者が運転再開を希望する場合、免許センター

で運転適性相談を受けることとされている。

多くの主治医は運転と関連の深い視覚的認

知や注意配分といった高次脳機能の評価は

困難である。 

(3). 高次脳機能障害者に対する運転リハビ

リテーションは、欧米をはじめとする諸外国

では精力的な取り組みがなされているが、日

本ではほとんど試みられていない。 

(4). 高齢者や障害者が安全に自動車を運転

することで生活の質を高め、一方でリスクが

高い場合には適切に運転中断していくこと

は、豊かで、かつ安全な交通社会を推進して

いく上で喫緊の課題である。 

 

２． 研究の目的 

運転に関わる認知機能が低下している可

能性のあるドライバー（認知症・軽度認知障

害患者を含む高齢者と高次脳機能障害患者）

について、運転安全性を的確に評価する技法

を総合的に検討する。 

 
３． 研究の方法 

対象は普通自動車免許を保有している軽

度の認知症ないし軽度認知障害患者 12 名、

高次脳機能障害者 12 名、健常高齢者 20 名。

まず、運転状況に関する質問表と、運転能力

との関連が高いとされるトレイルメーキン

グテスト、符号問題など、視覚認知・注意・

問題解決課題を中心とした神経心理学的検

査を施行した。また、欧米では事故との関連

が指摘されている有効視野計測課題をさら

に改変した Visual Field Inhibitory Tasks 

(VFIT）を用いた実験室における運転能力の

評価を行うとともに、教習所ないし施設内の

自動車走行コースにて実車による評価を実

施した。実車による評価は、昭和大学近隣の

自動車教習所において、指導員による実車評

価を行い、リスクを得点化した（図 1）。

 
 
 
４．研究成果 

開発したVFITを若年免許所持者と高齢免

許所持者とに試用したところ、若年者に比べ

高齢者は正解率が低く、有効視野は加齢で狭

くなる傾向がみられた。さらに、高齢者では

通常のVFITは難度が高いため、高齢者用VFIT 

(VFIT-Elderly Version (EV))を作成した。

健常高齢者を対象にVFITとVFIT-EVの両方を

実施し、VFIT-EVが有用であることを確認し

た上で、高齢者20名を対象にVFIT-EVと神経

心理学的検査、実車評価を実施した。年齢や

認知機能成績と運転頻度や運転への自信お

よび実車成績との間に関連はなかったが、ミ

ニメンタルステート検査（MMSE）による全般

的認知機能成績が低い者はVFITの誤警報数

が多いこと、VFITの正解率が低い者は実車得



点も低いことが明らかとなった（図2）。有効

視野検査は運転適性を予測する指標の１つ

として有用であることが示唆された． 

自動車教習所指導員による実車得点を一

応の運転能力の指標とし、実車得点と

VFIT-EVの成績に基づき、個々の軽度認知障

害患者、軽度認知症患者および高次脳機能障

害者の運転安全性に関するデータを総合的

に検討した。個別に安全性の評価を行い、対

象者およびその家族にフィードバックを行

った。さらに、認知症および高次脳機能障害

における運転安全性の指針に関する一般向

けの冊子を作製し、配布した。 
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